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再
就
職
者
の
早
期
離
職
防
止
へ

　
　
　
〜 
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施 

〜

合
持
っ
て
行
っ
た
ほ
う
が
良
い
一

番
大
事
な
も
の
は
何
で
す
か
」
と

い
っ
た
質
問
も
出
る
な
ど
、
生
徒

た
ち
の
防
災
に
対
す
る
関
心
は
高

く
、
学
習
意
欲
の
高
さ
も
う
か
が

え
ま
し
た
。

　

五
島
所
は
今
後
、
万
が
一
の
際

に
少
し
で
も
役
に
立
つ
知
識
と
な

れ
ば
幸
い
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
機
会
を
活
用
し
て
、
自
衛

隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
の
深
化

と
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い

き
ま
す
。 （

五
島
駐
在
員
事
務
所
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　中学生に対し防災講話　災害派遣経験を交えて

　

２
月
３
日
（
月
）
〜
７
日
（
金
）、

長
崎
地
本
（
本
部
長　

西
田
洋
一

郎
１
海
佐
）
は
長
崎
県
内
で
定
年

退
職
予
定
隊
員
に
対
し
て
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
施
策
は
、
企
業
に
お
け
る
退

職
前
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実

施
し
、
再
就
職
先
と
な
る
職
域
の

拡
大
、
再
就
職
者
の
早
期
離
職
防

止
を
図
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
に
対
し
自
衛

官
の
有
用
性
を
周
知
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
本
年
度
か
ら
各
地
本
に

お
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

長
崎
県
内
の
運
輸
、
サ
ー
ビ
ス

業
等
５
社
の
企
業
の
協
力
を
得
て
、

県
内
外
か
ら
７
名
の
隊
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

各
企
業
に
お
い
て
概
況
説
明
を

受
け
た
後
、
現
場
で
の
研
修
が
あ

り
、
最
後
に
は
Ｏ
Ｂ
隊
員
と
の
懇

談
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
隊
員
か
ら
「
現
職

時
に
や
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
こ

と
は
？
」、「
自
衛
隊
で
の
経
験
が

生
か
せ
る
機
会
は
あ
る
の
か
？
」

な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
再
就
職
に

向
け
て
の
積
極
性
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

最
終
日
に
は
参
加
者
と
地
本
担

当
者
で
意
見
交
換
会
が
実
施
さ
れ
、

良
好
な
と
こ
ろ
や
改
善
を
要
す
る

と
こ
ろ
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
か
ら

は「
実
際
に
体
験
し
て
み
て
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
仕
事
内
容
と
違
っ
て

い
た
。」、「
非
常
に
い
い
経
験
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
の
で
部
隊
に
帰
っ

て
か
ら
参
加
を
促
し
て
い
き
た

い
。」
な
ど
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

長
崎
地
本
は
、
今
後
と
も
就
職

援
護
協
力
企
業
と
緊
密
に
連
携
を

図
り
、
就
職
援
護
基
盤
を
充
実
・

強
化
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
援
護
課
）

　

２
月
12
日
（
水
）、
五
島
駐
在
員

事
務
所
（
所
長　

川
道
弥
徳
陸
曹

長
）
は
、
五
島
市
立
三
井
楽
中
学

校
に
お
い
て
、
生
徒
及
び
教
職
員

を
対
象
に
防
災
意
識
の
高
揚
を
目

的
と
し
た
防
災
講
話
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

防
災
訓
練
の
一
環
で
学
校
側
か

ら
の
要
望
に
基
づ
き
実
施
し
た
も

の
で
、
震
災
に
対
し
普
段
か
ら
物

心
両
面
で
備
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
こ
と
や
発
災
時
に
取
る
べ
き
行

動
等
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
話
者
は
、
島
内
に
所
在
す
る

航
空
自
衛
隊
福
江
島
分
屯
基
地
司

令
（
真
名
井
洋
享
２
空
佐　

五
島

市
出
身
）
で
、
九
州
北
部
豪
雨
や

そ
の
他
の
災
害
派
遣
に
従
事
し
た

経
験
を
持
ち
、
そ
の
経
験
や
教
訓

を
盛
り
込
ん
だ
内
容
に
聴
講
者
は

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
普
段
あ
ま
り
目
に

す
る
こ
と
の
な
い
迷
彩
服
姿
に
も

興
味
を
示
し
、
終
始
真
剣
な
表
情

で
講
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講
話
後
に
は
「
災
害
が
起
き
た
場

ど
、
日
々
多
く
の
人
々
が
往
来
す

る
好
立
地
に
あ
り
ま
す
。
近
傍
に

は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
大
浦
天
主
堂
な
ど
の

観
光
地
や
憩
い
の
場
で
あ
る
水
辺

の
森
公
園
な
ど
も
あ
り
、
観
光
客

だ
け
で
な
く
市
民
の
目
に
も
触
れ

や
す
い
場
所
で
す
。

　

懸
垂
幕
は
、
海
と
空
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
さ
わ
や
か
な
ブ
ル
ー
を
基
調

と
し
た
も
の
で
、
地
本
の
主
任
務

で
あ
る
自
衛
官
募
集
を
周
知
す
る

と
と
も
に
、長
崎
地
本
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
が
り
ん
」

が
長
崎
を
訪
れ
る
皆
様
に
歓
迎

の
意
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
前
に
は
、
雲
仙
・
普
賢
岳
災

害
派
遣
で
も
情
報
収
集
な
ど
で
活

躍
し
た
Ｏ
Ｈ
―
６
Ｄ
観
測
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
も
展
示
し
て
お
り
、
長
崎

の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
地
本
は
、
一
人
で
も
多
く

の
若
者
に
自
衛
隊
を
志
し
て
も
ら

う
た
め
、
自
衛
官
募
集
の
最
前
線

に
立
つ
我
々
が
よ
り
一
層
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

（
募
集
課
）

　

２
月
下
旬
、
長
崎
地
本
（
本
部

長　

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）
は
、

防
衛
省
長
崎
合
同
庁
舎
に
、
新
調

し
た
懸
垂
幕
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

合
同
庁
舎
は
、
長
崎
の
玄
関
口

で
あ
る
出
島
に
所
在
し
て
お
り
、

長
崎
出
島
道
路
の
出
口
の
正
面
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
長
崎
自
動
車

道
を
経
由
し
た
り
、
ク
ル
ー
ズ
船

で
長
崎
を
訪
れ
た
り
す
る
観
光
客

や
、
市
外
か
ら
高
速
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
を
利
用
し
て
通
勤
す
る
県
民
な

目
指
せ
！
長
崎
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
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２
月
28
日
（
金
）、長
崎
地
本
（
本

部
長　

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）
は
、

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
的
に

見
直
し
更
新
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

自
衛
官
募
集
、
就
職
援
護
、
予
備

自
衛
官
の
管
理
に
関
す
る
地
本
の

業
務
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る

ほ
か
、
自
衛
隊
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
に
も
対
応
し
て
お
り
、

利
用
者
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ア
ク
セ
ス
は
、「
長
崎
地
本
」

で
検
索
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
並

ぶ
重
要
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
長
崎
地
本
は
、
募
集
対
象
者

を
は
じ
め
県
民
の
皆
様
に
自
衛
隊

に
関
す
る
有
益
な
情
報
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
（
募
集
課
）

　
「
地
本
だ
よ
り
」
も
カ
ラ
ー
で

　
　
　
　

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

URL：https://www.mod.go.jp/nagasaki/

長崎地本ホームページ

リニューアル！

張
所
の
協
力
を
得
て
、
全
国
火
災

予
防
運
動
期
間
に
あ
わ
せ
て
火
災

予
防
意
識
の
高
揚
と
、
初
期
消
火

態
勢
の
確
立
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

訓
練
内
容
と
し
て
は
、
消
防
署

員
に
よ
る
防
火
教
育
に
は
じ
ま
り
、

本
部
庁
舎
内
に
お
け
る
防
火
設
備

の
点
検
・
確
認
、
訓
練
火
災
発
生

に
伴
う
初
期
消
火
・
避
難
誘
導
等
、

各
人
の
任
務
に
基
づ
く
一
連
の
行

動
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

本
訓
練
の
終
わ
り
に
あ
た
り
、

消
防
署
員
か
ら
実
際
に
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
活
動
の
実
演
と
訓
練

を
行
い
所
望
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
と

の
所
見
を
得
ま
し
た
。

　

部
員
一
同
は
真
剣
に
消
防
訓
練

に
臨
み
本
訓
練
を
通
じ
て
火
災
予

防
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
各
人
の
防
災
意
識
の
高
揚

が
図
ら
れ
大
変
有
意
義
な
訓
練
と

な
っ
て
お
り
、
同
態
勢
を
維
持
し

て
い
く
所
存
で
す
。

（
総
務
課
）

　

３
月
５
日
（
木
）、長
崎
地
本
（
本

部
長　

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）
は
、

長
崎
防
衛
支
局
（
支
局
長　

二
又

知
彦
防
衛
事
務
官
）
と
協
同
し
、

合
同
庁
舎
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
毎
年
１
回
を
基

準
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
長
崎

市
消
防
局
中
央
消
防
署
松
ヶ
枝
出

「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

予備自衛官等の雇用を通じた　　
　　　　社会貢献を国が認定！

求
む
！
予
備
自
衛
官
等
志
願
者

　

３
月
30
日
（
月
）、長
崎
地
本
（
本

部
長　

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）
は
、

大
村
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
令
和

元
年
度
第
４
回
陸
士
就
職
補
導

教
育
に
お
い
て
、
予
備
自
衛
官
等

に
関
す
る
制
度
広
報
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

本
教
育
に
は
、
令
和
２
年
度
に

退
職
を
予
定
し
て
い
る
任
期
制
等

隊
員
25
名
が
参
加
し
、
初
め
て
聞

く
制
度
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

説
明
で
は
、
有
事
の
際
に
第
一

線
部
隊
の
一
員
と
し
て
現
職
自
衛

官
と
と
も
に
任
務
に
就
く
即
応
予

備
自
衛
官
と
、
駐
屯
地
の
警
備
や

後
方
支
援
等
の
任
務
に
就
く
予
備

自
衛
官
の
制
度
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
視
聴
を
交
え
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

民
間
企
業
等
で
働
き
な
が
ら
我
が

国
の
防
衛
等
に
貢
献
で
き
る
予
備

自
衛
官
等
制
度
の
重
要
性
に
理
解

を
深
め
、
志
願
に
つ
な
が
る
動
機

付
け
の
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
般
、

任
期
制
隊
員
か
ら
予
備
自
衛
官
等

へ
の
志
願
率
が
低
調
で
あ
る
現
状

に
お
い
て
、
こ
れ
を
機
に
、
今
後

１
人
で
も
多
く
の
予
備
自
衛
官
等

志
願
者
が
出
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
地
本
は
、
今
後
も
退
職
を

予
定
し
て
い
る
若
年
層
の
隊
員
に

対
す
る
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

を
継
続
し
、
予
備
自
衛
官
等
の
勢

力
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
援
護
課
）

アクセスは、

　

３
月
25
日
（
水
）、長
崎
地
本
（
本

部
長　

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）
は

予
備
自
衛
官
等
協
力
事
業
所
表
示

制
度
に
お
け
る
地
本
長
認
定
企
業

に
対
し
認
定
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

本
制
度
は
、
予
備
自
衛
官
等
の

雇
用
を
通
じ
、
社
会
貢
献
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
を
防
衛
省
と
し
て

認
定
・
称
揚
す
る
こ
と
で
予
備
自

衛
官
等
制
度
に
対
す
る
社
会
的
な

関
心
・
理
解
を
深
め
、
同
制
度
の

円
滑
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
あ
り
、
今
年
度

県
内
企
業
４
社
（
大
臣
認
定
２
社
、

地
本
長
認
定
２
社
）
を
新
た
に
認

定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
本
長
認
定
さ
せ
て
頂

い
た
大
村
屋
葬
儀
社（
平
戸
市
）は
、

代
表
が
予
備
自
衛
官
、
従
業
員
で

あ
る
ご
子
息
が
即
応
予
備
自
衛
官

で
あ
り
、
従
業
員
が
少
な
く
、
又

お
忙
し
い
中
、
毎
年
の
訓
練
に
確

実
に
出
頭
す
る
な
ど
本
制
度
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
証
を
受
け
取
っ
た
会
社
代

表
か
ら
は
、「
認
定
頂
き
大
き
な

励
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
予

備
自
、
即
自
と
し
て
訓
練
に
臨
み

災
害
派
遣
等
に
備
え
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
心
強
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
崎
地
本
は
、
今
後
も
企
業
と

連
携
し
訓
練
に
出
頭
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
や
予
備
自
衛
官
等
制
度

の
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
援
護
課
）


